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図 3に初期時定数 丁の電圧依存性 を各波数に対 して示す｡ここでは波数は normalized
wavenumberqx-7Ed/スxである. Axは rollの1周期幅を表わす｡図よりTはVc(qtr)に対
して発散する傾向を示し,同じEの値に対してe>0が約10倍ほどE<0より大となっている
ことが分る. また Tはq.Tの増加 とともに減少し,Vcはqtrの増加とともに増加することが分る
が,これはある程度(2),(4)式で説明され得る｡ e<0についての詳細は今回の報告では省略す
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図3. 形成時定数 Tの電圧依存性
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